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＜病棟連絡事項＞
・本日、第一回法人研修（ビデオ）があります。各自参加しましょう。
・施設への退院となる場合は、退院サマリ2です。転院はサマリ1となります。
　経過については、入院前の経過は要約し、入院中の経過を主で記載してください。

　作成後は、チームリーダーやＪＧＭに確認して貰ってください。

＜患者様連絡事項＞
・豊巻　みや様～本日、13：00担当者会議終了後、退院となります。
・古屋敷　順子様～本日、午後に転入予定。

・長谷川　陽一様～北病棟への転出の件はＤｒ確認済み。

＜要注目患者様のケース検討＞
・小田　タネ様～昨日は気分の落ち込みや不安感を訴え10：20、14：55リーゼ（5）1T服用。希死的発言が聞かれる場面あるも行動化は無く経過。20：00不眠時希望されゾルピデム（5）1T服用。以後は良眠。6：00自ら来詰。対面時、悲観的な発言はないが、流涎見られ表情冴えない様子があったとの事。
　　　　　　　　本日も悲観的な発言があり、表情冴えないが、午前の計算練習は集中して取り組まれている。希死的発言や危険行為はないが、注意して観察していく。また所在の把握を徹底していく。

・中居　松男様～昨日は何度か大声を上げる様子あり。気分の高さやAユニットへ向かう事もあり、その都度介入している。夜間の中途覚醒はあるが、自ら再臥床し休む事ができている。本日は午前のリハプロには参加するが途中で戻ってきている。目立った易怒性や逸脱行為はなく経過し、介入時の拒否もない。引き続き、問題行動や逸脱行為に注意し、周囲とのトラブルを予防していく。夜間の睡眠状況や食事摂取状況も併せて観察していく。
・山本　久美子様～昨日の準夜帯、夕食前に自室で歯ブラシを咽頭に詰め込んだと訴えあり確認するが出血や外傷はなし。その際に希死的発言や妄想言動強く聞かれ、前頸部に爪で掻いた傷跡が見られている。夕食後薬・就床前薬を服用後も希死的・妄想言動が続き18：55当直医へ報告し、一時的に東病棟で様子を見るよう指示あり。一時的に移動している。その後は落ち着き、夜間は良眠。昨夕の経過について「様々なレイカンショウホウに疲れました」と妄想言動はあるが、落ち着いており希死的発言はなし。
　　　　　　　　本日は朝まで東Ａユニットで経過観察していたが、対面時の不穏さはなく、希死的発言なし。危険な行動をしない事、不穏時は言語的な表現をする事などを約束し、9：30西Ａユニットへ戻っている。

前頸部の傷については、見せようとはせずに「大丈夫です」と話す。

歯ブラシでの口腔内の傷の有無については「歯ブラシで突き破ろうと思いましたけど・・・」と笑いながら話し、実際にはしていないとの事。

歯ブラシは返却し、スマホの充電器などのコード類は詰所預かりにする事を伝え、了解を得る。
　
戻って来てからは希死的発言や危険行為はないが、注意して観察していく。また所在の把握を徹底していく。
　※部署ミーティング実施の為、連絡事項と注目患者のみで終了する。
























